　犬飼農村舞台　　徳島市八多町八屋



　犬飼農村舞台は、八多町の五王神社の境内にひっそりと建っている人形芝居の野外舞台である。一八七三（明治六）年に建立され、物語に応じて舞台を変化させる昔のままのからくりが建設当時の状態で残っている。大きな特徴は、「舟底楽屋」と「襖からくり」である。舟底楽屋はからくり場の下方に地面を四〇㎝程掘り下げて造った舟底型三和土造りの楽屋で、三〇㎡程の広さがある。現在は地元保存会により、保存、活用されている。一九八〇（昭和五五）年に徳島県有形民俗文化財に指定され、また一九九八（平成一〇）年、国の重要有形民俗文化財に指定された。なお一九九九（平成十一）年には舞台の操作法である「阿波の襖からくりの習俗」が国の選択無形民俗文化財に選択されている。毎年十一月三日の文化の日に阿波人形浄瑠璃公演が開催され、日頃静かな五王神社の境内は大いににぎわう。名門勝浦座による「傾城阿波鳴門順礼歌の段」などの演目が上演されるほか「段返し千畳敷」と称される「襖のからくり」が披露される。「襖からくり」は住民自らが演じるものである。古老の掛け声と共に８名の男子が一三〇余枚の襖絵を操って、牡丹、松竹梅、唐獅子、千畳敷等次々に変化させながら四十余景を演出する。拍子木の音に合わせて一瞬で舞台背景を変化させるからくりは圧巻である。襖からくりは、阿波独特のもので舟底楽屋とともに全国的にも非常に珍しいものである。
　江戸末期から明治にかけて徳島では地域の信仰行事や娯楽として、人形浄瑠璃が県内各地の農村舞台で上演され、最盛期には三百近い舞台があったが、時代と共に姿を消していき、現在舞台が保存され、襖からくりの技術が伝承されているのは、県内では犬飼と坂州、相生辺川神社、神山小野天王神社などである。
アクセスはJR徳島駅から徳島バス「五滝行」乗車、終点より徒歩１０分。車では、国道５５号「勝浦川橋」より７㎞。徳島駅から約４０分。周辺に駐車可。
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